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ある多国籍石油会社における
油濁対応に関する考察

BP　 Bernie Bennett 

会社概要

…時価総額 2,250億ドル (2005年10月24日時点)

BPは、石油、ガス、石油化学、及び再生可能エネルギーの会社である

従業員 約102,900人
6 大陸、 100以上の国で操業

…年間売上高 2,850億ドル (2004年)

…全世界に約30,000ヶ所のサービスステーション

…世界第２位の石油・ガス会社で、世界で上位10社の一つ

…毎日1,300万人の顧客にサービスを提供
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BPの世界配置

石油

ガス

化学品

精製

市場

　機会と責任

事業内容

事業部門

資源

探査と生産

顧客対応

精製と販売
ガス、電力、再生可能エネルギー

統合供給・取引

(石油化学からのアセチルと芳香
族化合物を含む)
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E&P
新たなプロフィットセンターとTNK-BP

資本効率: プロジェクトの成果
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BP Shipping

• BP Shipping は2002年に2億2千万トンの原油と製品を輸送。これは、
世界の石油海上輸送量の約5%に相当。

• 2001年以降, 32隻が新たに船団に加わり、さらに42隻が
発注済みで2008年までに納入される予定

• 2006年までに85隻の石油・ガスタンカー

• 航海数: 3,000回/年
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グループの主要構造

* 2005年１月１日より、 旧石油化学部門のアセチル及び芳香族化合物は、 R&M部門のSPUとなった

地　域

アジア太平洋

南北アメリカ

アフリカ、中東、ロシア、カスピ海

欧州、英国

機　能

技　術

販　売

人　事

安全衛生、保安、環境

その他19 の機能

事業部門

探査と生産

精製と販売*

ガス、電力、再生可能エネルギー
統合供給・取引

取締役会

グループ執行役員 (GCE)

グループ執行役員会 (GCEM)

事故管理計画

事業支援計画

グループ危機管理計画

事業支援チーム

国家支援計画 / 
国家危機管理ネット
ワーク

グループ危機管理チーム

事故管理チーム

地域支援計画 / 
地域危機管理
ネットワーク

BP 危機管理構造
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• 危機管理センターSJSチームのスライド

BP危機管理センターネットワーク

Bochum

Kuala Lumpur
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Anchorage

Houston

Cape Town
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London

緊急支援センター

地域危機管理センター

グループ危機管理センター
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組織構造 – 事故管理チーム

Dyce 事故管理チーム組織図

緊急事態コーディネーター

C&EA支援

C&EA

沿岸警備隊窓口

契約業者窓口

契約業者代表

戦術対応チーム

現場コーディネーター

作業部門

状況ユニット

専門家支援ユニット

専門家

安全性ユニット

医療ユニット

保安

計画策定部門

HR

警察窓口

人　事

物流 / 輸送

調達 / SCM

管理

通信 / IT

後方支援部門

法務

保険・補償請求

会計

文書

財務セクション

事故マネジャー
標準待機チーム要員配置

必要に応じたチーム要員配置


